
 
 
 
 
 

   音威子府の会 結成 
          11 月１９日（月）21 名が結集し総会開催                  

 １１月１９日、音威子府勤労者会 

館において「ＪＡＬ闘争を支える音 

威子府の会」を結成しました。 

国鉄闘争終結後、この闘いの継承 

と新たな地域運動が模索されてきま 

した。地域の仲間からは、国鉄闘争 

のようにＪＡＬでの不当な解雇者を 

支援する組織ができないかと話が持 

ち出され、結成に向けて何度か相談会を持ってきました。 

その中で、まずは、当事者に来て頂いて話を聞こうと言うことになり、相談会として、

原告団の鈴木圭子さんを招いて「不当解雇と闘うＪＡＬ労働者に学ぶ集会」を９月１９日

に開催しました。 

不当な日本航空の解雇内容の話や懇親会での交 

流を通じ、若年層から支援の声が大きく盛り上が 

り、今回の入会でも多くの若者が中心に、会員に 

なって頂きました。 

総会では、今後音威子府の会としては、より多 

くの人にＪＡＬ闘争を広め、入会活動、支援物販、 

支える会通信の会員への配布の取り組みを積極的 

に進めることを全体で確認し、総会を終了しまし 

た。 

結成時現在の入会状況は、４団体、２２個人となっています。 

 
 

音威子府の会 役員構成 
代  表  小西 邦広（政治局） 
副 代 表  佐々木 修（地区労） 
      石澤 昭則（新社会党） 
事務局長  関野 政幸（ユニオン） 
事 務 局  北川  慎（地区労） 
      吉田 一義（北教組） 
      杉山  均（ユニオン） 

【入会のお願い】 
 ＪＡＬ（日本航空）争議は、ＪＡＬ首脳陣の放漫経営が原因で経営不振に陥ったにも

かかわらず、その解決策を人員整理という手法に委ねたことから起因した事件です。 
 会社再建に当たっては、血税を投入するなど国が深く関わり、解雇撤回を求めた裁判

では、東京地裁がこれまでの判例であった「整理解雇 4要件」をも否定するなど、国、
資本総ぐるみでの労働者への攻撃となっています。 
 国鉄闘争同様に、働くものすべてへの攻撃と受け止めなければなりません。 
 ひとりでも多くの労働者が声を上げ、この攻撃を跳ね返すことが求められるのではな

いでしょうか。 
 ＪＡＬ闘争が自らの闘いと受け止めていただき、この闘いに勝利するために、皆さん

のご理解とご協力をお願いします。 
 ＪＡＬ闘争を支える会 入会のお申込は、事務局までお願いします。 
 □ 年会費 個人、団体ともに 一口  ３，０００円 


